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果して彗星界は賑やか
山　本　　一　　清
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　自分は，今1939年初頭に於V・て，この年内の彗星界が久しぶりtc賑やかとな
るだろうと晶晶し，其のうちに，二二し回る短週期彗星のみにても，ヰンネ
ケ，コプ，ボレリ，ブルクス，タトルの五つのものが期待されることを注意し
たが，今や此の1939年の牛ばにも近づかんとするに當り，果して，既知や未知
の彗星が世界各地に於いて焚見され，學界は愈々多忙の時期に入らんとしてみ
る．
　試みに，今日までに既に二見された彗星を，共の獲見順に墨げると・
　1．1939a．コジク・ペルテヤ彗星．（新彗星）
　2．1939b．ブイサラ彗星．（新）
　3．1939c．ヰンネケ彗星．（葎彗星の再勝）
　4．1939d．ユ1アロフ・アシマロフ・ハセル彗星．（新）
　5．1939e．コプ彗星．（奮）
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　まつ最初のコジク・ペルテヤ彗星といふのは，本年一一月中旬頃にソ聯邦のコ
ジクKozik氏と，三三オハヨ州のペルテヤPeltier氏とが，別々に此の星を
嚢見したものであるととは，既に本會の急報や天界に記した所である・此の星
は，今までに既にニケ月以上も蓮二親回せられ，軌道の性質も可なりよく制明
してみる．マクスエル，コジク，プルチビルスキ諸氏の算定によれば，此の星
の軌道要素は，ほy“下の如きものである．
近日鮎通過
近日瓢引藪
昇交瓢黄経
軌道西傾斜
近日二二離
離　心　率
1939年2月6、85（世界時）
1辮隣頭・5＞・Vth“
0．7165　軍f立：
0．995
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　　’S－h之れで見ると，非常遡期の永噺彗星であるらしいカミ，尤も此の蹴今駄
だ二二が幽來ない・星は既に遠く南幌球に去り，我が地球からも遙かに離れ，
光度も淡くなって了つたから，今後，観測は困難である．
　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
第2翻のブ伊ラ彗星といふのtよ，いささか珍らしい纏をイ1つ星であ
る．此の星は，もともと去る二月8口の夜・北欧フィンランド國のトルクl
T・・k・天煉に於いて・ブイサラVtii・tila氏が韻機により・」・糎を翻！1・1、
畷見したものであって・野営儲通の小遊星らしいものであり・位置も却易
の反封側にあったものだから・初めは之れを全く一新小遊星として・學界PR．一
般に容れを1槻の手旧きにより“1939CB”といふ假りの名を與へたのでit、つ
た・ところが，ゾィサラ購は此醒のuei則を共の後藪週聞にわたって績行ず
るうち・ヨ抽嫌至って，逸れカミ小遊星ではなくて・寧ろ一構星であ疑
とを知るに至り，撫多少の驚きを以って此の報知を見たのであるが・共・・後
1・ルク1天燈ではオテ・レナO’e「na及びワ“イサ7雨氏の名を以って，“F’iiLi
の如き軌道要素が爽表された〔B・Z・9及び1・A・U・C・754〕：
　　　　　　　　　　　　　　　日??????元　　　期
雫均進度
近口鮎引数
・昇交紫四一黄熟三
直訴の傾斜
離心i率角
挙均運動
1939年2月9．000（u．T．）
352e　35t
櫓…一
ll、鑑
との軌道要素だけから考へると，彗星とするよりも，寧ろ，やはり，小遊鳥と
した方が好ささうである・只，獲見痔の報告には県霧状で・中心核無しとある
し，叉・綱ヤ1キ1ス天燃の・“ンビiスカレクV・nBi・・b・・cck鞭の　員
告によって見ても，“此の星の頭部は光度約15等；級で，廣い微光の尾が長さ1’
鷹び，」〈の胴触140．である”とあるから，さうした骸鷺」・，彗星の部頬
tc入オ／て置くべきものかア　週期は約10年である．要するに，之オ1は，かの．．
・“　；7．マン・…一’“・彗刷92511胴様・小遊星と彗星の“あいの子”のやうな
もので・争後ii：年観測がll∫能であろうと思はれる・只・光度が淡いので，小さ
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い望遠鏡では親察が出來ない．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　零年度の第3彗星は，かの有名なボン・ヰンネケ彗星である・勿論，之れは
早くから待望せられてるたものであり，出現位置の豫報も，大炎天文協會のハ
ンドブク等に械せられてるるものである．大望遠鏡を有つ人々は年初から此の
彗星を捜索したであろうが，榮冠は遽に米國リク天文壷のジェ7アス氏に卜し
た．ジニフアス氏は去る二月17日に此の星を17等；級の微光星として・クロスリ
反射鏡の爲眞原板により，蛮記したものである．今後，太陽や地球に近づくと
共に，光度も7等級ぐらみには上るだろうが，天塞経路は“天界”5月號に圓
示してある通り．こんどは此の星の第r3回flの出現である．
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
　次に，1939d星は，我が國に於いては，倉敷の岡林氏が四月23日の夜にペル
セウス星座に於いて震酸した星である．しかしながら，後に判明した通り，此
の彗星は其れより約1週間以前の四月16日に，北欧ノルエ1國のハセルHag．　sel
氏が焚面したもので，此の獲市報はオスロ大八のロスランド二二からコペンハ
1ゲン中央局に知らされたため，世界は一再に観測を始めた．ところが，其の
後，聞もなく判明した所では，此の彗星は既に四月15日にソ聯邦のアマチェア
天文家アシマロフAchmarof氏がパレシノ村で獲回し，直ちにプルコワ天支蜜
に電報で知らせたものであるし，更に叉，同じ15日に，ソ聯邦フォトキンスク
市のユアロフJurlof氏が獲見して，ブルコワ天文寮へ手紙で報告したもので
あることが判った．こんなわけで，此の星は欺洲では
　　“Comet　Jurlof－Achmalof－Hassel”　（1939　d）
と呼んでみるが，わが岡林君も，四月23日に之れを三三二見したのであるから
日本では
　　‘‘ユアロフ・アシマロフ・ハセル・岡林彗星，，
と呼んで好いわけである．
　この1939d彗星は，初めから光度が大きかったのと，夕刻の酉室に現はれる
其の位置の便利のため，上記の如く，褒見者が4人も現はれたのであるが，軌
道は，デンマルクのメラIM611er氏が逸早く．護表した下記のものが・比較的
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良いものであるらしい：
近日黙通過　T
近日貼附敏ω
昇交黙黄経　Ω
傾　斜　角　i
近日鮎距離　q
　　　　　ロ1939年4月10．266（u．’IL）
89。11’2
31051．8
13826．9
0．52946　」鼠旦位
＿き，219
　　　　　　　　　　　　　　　1　1919．0　d）ii＞．V．ts
三一離が託て小さいため・光脇大きく・長い旧識娠ので軌
「d：・　e後は継地球から獅て行くことになってゐ7’・しかレ劇職1幅
に・繍よ此の1939d星の軌道の近くを通血糊な気無が南天・魎
はれるかも知れない．
（6）
徽第5湘の鰍“ガ鰻’で，去る朋22臼に糊ヤ・キ1　・，、・E
蜘ブンビ1スブルク教授醗記したものである・光慶は1鞠・報鰍し
てみるが・雑，殆んど之れは訂しない・（1939・　5・　29・北職舎t・・Zteす）
　　　　　　　　　　SB　　　　　8B　　　　　8日
　　　　　　　　　　マクドナルド天文壷開設式
糊テキサス州回忌のマクド！ナノレド紀念天命瞳鞘から廼築や設備
を急いでゐ焔轍いよいよ完備したa）で，緬月5縢大な・D畷を
畢行した・我が山本蔽へはア腱列されるやうπ蘭招徽・書鞠に塒し
kto：，多忙であり謀・遠路のため漕i翻蹴け腿つた・元勅ヒの妓
灘マクド1ナルドW・J・McDona！d氏醐輝へ繍した紀念鰹・・よ1）
建設されたもので・糊クリ1ヴランド市のワけトスエ1ジ酬製個、，、
i＄・82吋の乱反射留主として設計され・嚴は・ヤT　’F　1・敬命・1・，し1
フ畷が難ずることになり・從ってテキサス大職・カゴ輝・の鞠，
即ちマクドけルド三論ヤiキ1ス天蝶との陳騎や襯の縣なる
『協力と交流とが行はれる筈になってみる．式は，ワiナi・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス「一1ジ酬：副耐：
19‘　C・J・Stilwc眠の一環αSt「uve氏の牧受につぎ・・力・光撃，紬
一K一　R．　M・Hutchins氏の撒“協同研究”，カナダの軌リ恢嬢・鞠
載J・S・Pl・・k・tt氏の“新反身概の特鯉’・シカゴ大鞍授A，　H．　C。r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叩t｛｝rl氏の“理學の最初”等があった．
